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工学技術で見る／創るこの街 ― ①　橋

橋の技術を
世界に発信

藤
ふじ

野
の

 陽
よう

三
ぞう

 教授
社会基盤学専攻　橋梁研究室

研究内容について教えてください

研究のモットーは「橋のことなら何でもやる」。
レインボーブリッジや瀬戸大橋を始め、国内外のさまざまな橋
を支え続け、橋にとどまらずますます活躍の場を広げられてい
る藤野先生に、橋の研究とはどのようなものなのか、今後の目
標や課題についてお話を伺いました。

写真1　レインボーブリッジ建設に当たり、藤野先生は耐風設計の部
分を担当（写真は首都高速道路株式会社提供）

具体的な研究例はどのようなものですか

橋の研究を始めたきっかけは

図1　レーザードップラー速度計（LDV）と
測量装置（TS）を組み合わせ、自動でケー
ブルの振動を測定できる（図は藤野先生提供）
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印象に残る研究はありますか

研究室としての今後の目標は

今抱えている課題は何ですか

読者へのメッセージをお願いします

（インタビュアー　本田　信吾）

写真4　2010年完成の香港のストーン
カッターズ橋にて。藤野先生（左から2
番目）と教え子の中国の孫先生（同3番
目）の研究室が共同で実測

写真2　競艇帰りの人であふれる歩道橋

写真3　水を使ったダンパーのモデル。
同じように揺らすと、水を入れた右の容器
の方が早く揺れが治まる
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工学技術で見る／創るこの街 ― ②　川

社会基盤学専攻
河川／流域環境研究室

知
ち

花
ばな

 武
たけ

佳
よし

 准教授

日本国内で国が管理している河川の数は百以上あり、そ
れぞれ歴史も特徴も異なります。それらはどのような時
の流れを経て、今の形で存在しているのでしょうか？
今回は、河川流域の生態環境や景観を工学的な視点から
捉える研究をされている知花先生にお話を伺いました。

川の個性を
探求する

川の流れや地形を再現できる実験装置

研究内容について教えて下さい

川に関する問題にはどのような問題があ
りますか？

研究をはじめたきっかけは

この研究の難しさは

読者へのメッセージをお願いします

（インタビュアー　谷中　瞳）

11月、山形県馬見ヶ崎川での
フィールドワークにて、学生た
ちが川の横断面を測量する様子
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工学技術で見る／創るこの街 ― ③　人の流れ

左から順に、3月11日午前 7時25分、同日午後3時41分、 3月12日午前 6時10分のもの。光の点の動きで人の流れを表している。
※元データは、㈱ゼンリンデータコムの「混雑統計®データ」

データが紡ぐ「⼈の流れ」
〜塵も積もれば⼭となる？〜

私たち一人一人の持つ情報を集積し、そこから新たな価値を見出す。2012年 7月
30日に行なわれた TED×Tokyo にも登壇された柴崎先生の研究内容は、まさに今
世界に発信すべきアイディアです。今回は先生の研究内容の一つである「人の流れ
プロジェクト」について詳しくお話を伺いました。

「人の流れプロジェクト」について教え
てください

この研究はどのような形で私たちの生活
の役に立つのでしょうか

今後の課題とは

読者にメッセージをお願いします

（インタビュアー　星野　彰太郎）

柴
しば

崎
さき

 亮
りょう

介
すけ

 教授
空間情報科学研究センター
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実習先を選んだ理由を教えてください。

実習の内容を教えてください。

実習を通して、どういったことを学びま
したか。

最後に、読者へメッセージをお願いします。

現場の仕事から社会を学ぶ  ̶ 社会基盤学科 夏期実習
社会基盤学科では、3年生夏休みに国内・国外の土木の現場に向かい、実地の仕事に従事する、夏期実習が実施されています。
今回は、この夏期実習を取り上げ、昨年度に実習を受けた3名の 4年生にお話を伺いました。（インタビュアー　大原　寛司）

山
やま

本
もと

健
けん

吾
ご

さん
河川／流域環境研究室
国土交通省近畿地方整備局

高
たか

橋
はし

里
り

奈
な

さん
水文・水資源工学研究室

オリエンタルコンサルティング

小
こ

島
じま

梨
り

恵
え

子
こ

さん
成熟社会インフラ学研究室
東日本高速道路株式会社

オリエンタルコンサルタンツ
（ベトナム・ハノイ）

東日本高速道路株式会社

国土交通省近畿地方整備局
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研究科長としての抱負を教えてくだ

さい。

工学は豊かな社会を作るために役立

てられるものです。工学部としては技

術の基礎原理を理解しているだけでな

く、それがどのように社会に影響を与

えるのかをきっちりわかる人を育てる

必要があります。そのために文系学部

とも連携して、新しい教育プログラム

を作り、文理両方のことに通じた人材

を育てようと考えています。

また、博士課程に進学する学生を

もっと増やそうと考えています。東大

では、工学部生が 1学年約1000人いる

うち、修士課程に進むのが600人程度、

そのうち博士課程には80人程度しか進

学しません。つまり、内部進学率は

8 ％。博士号をもった人は問題を自分

で発見し、明確化して解決できるひと

です。そういった人材はこれからの社

会に必要とされています。優秀な学生

には修士だけじゃなくて博士にも進ん

でほしいというのが工学系研究科長と

してのメッセージです。

具体的には博士課程の学生を増やす

ために原則学生全員に 3年間の上限で

月 5万円を支給することに決めまし

た。すでに国費留学生や日本学術振興

会の特別研究員の審査を通過している

学生を除くと支給金を受け取る学生は

半分くらいになるのです。さらに特に

優秀な学生には月12万円を支給しま

す。全員に支給することで安心して研

究に打ち込めるような体制が整うこと

になります。

他にも、企業の中で研究者のフロン

トランナーとして活躍している人たち

との話しあいの機会を設けています。

東大卒の博士の学生は卒業後 5年以

内に95％は定職についているのです。

我々はこのような実態を発信して博士

進学への意欲を高めていきます。優秀

な人材は世界で奪いあう時代なので、

視野を狭めずに博士にどんどん進学し

てください。

また、女性の博士学生や教員も育て

たいと考えています。私の専門でもあ

る都市工学の分野では女性も数多く活

躍していて、女性ならではの感覚で都

市の問題を指摘されます。工学にとっ

て、そういう視点も必要だなと感じて

います。

ご自身の体験を踏まえて、工学の魅力

について語ってください。

私は専門がまちづくりなので、自分が

提案して実際にまちができるとうれしい

ですね。他にも私は全国の高速道路の

需要予測のシミュレーションを作ってい

て、最近では予測の精度も上がり、役

立っています。自分が世の中のどういう

部分に役立っているのかを説明できるこ

とは工学をやっていることの魅力と言え

るのではないでしょうか。

工学部の学生や工学部を目指す学生に

求めるものは何ですか。

ぜひ、世界で一番すぐれた研究がで

きるような立派な研究者を目指してほ

しいですね。専門分野において、若い

うちに自分の限界にチャレンジしてく

ださい。さまざまなものを吸収でき

て、視野が広がっていく時期に、社会

問題を解決するためにどんな工学的技

術が必要かということを考えてくださ

い。そのためには普段からニュースや

周囲を見て、本を読んで、問題に対し

て自分で考える癖をつけて、自身の問

題意識を育ててください。そうするこ

とで社会が求める人材になれます。

東大工学部は2011年の世界の大学ラ

ンキングで 7位にランクインしていま

す。この結果が示す通り、研究環境は

非常に恵まれていますし、そのなかで

ずば抜けた研究をしている人がものす

ごくたくさんいます。憧れの先生とラ

イバルがいる最高の研究環境に身をお

いて、世界一の研究をしてください。

（インタビュアー　西村　知）

新工学系研究科長インタビュー

原
はら

田
た

 昇
のぼる

 教授　都市工学専攻

2012年度から工学系研究科長・工学部長に就任された都市工学専攻の原
田昇教授に、工学が目指すべき方向性や工学部の学生に求めるものを語っ
ていただきました。
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@UTtime
Follow me

Twitter、Facebookでも情報を配信しています。

編集後記

主要大学ランキングの一つである「QS世界大学ランキング」が 9月に発表され、東大の社会
基盤学科が土木工学部門で世界 2位となりました。このことからもこの学科で先端的な研究が
なされていることがわかりますが、扱う対象も多岐に渡ります。私自身、大学 1年の時に持っ
ていたイメージはインフラの建設などだったため、河川の環境なども扱うと聞き、少し驚いた
記憶があります。今回は「高校生が日常で出会うもの、さらに言うと通学路で出会うものに
フォーカスしたら面白いのではないか？」ということで、橋と川と人の流れの 3つに注目して
記事を組んでみました。いかがだったでしょうか。今回の冊子で、この学科の研究の幅の広さ
や魅力について知っていただければ嬉しいです。
2004年から始まったTtime!も今回で50号を迎えました。記事の作成や編集の過程では、工学
部に所属する私たちにとっても新しい発見があり面白いものです。今後も、読者の皆さんに
とってより分かりやすく、より魅力的な紙面を作っていきます！（清水　裕介）

表紙作成（木原　郁）

タテのカギ
１．柴崎先生の研究テーマ「○○プロジェクト」
３．○○と防災が両立した川づくりを考える
５．知花先生の○○中心の研究スタイル
７．川の氾濫をせき止める防災施設
９．地形や流れ方といった川の○○を理解する

 ヨコのカギ
２．藤野先生の研究は、広く言えば「橋の○○」
４．道路や鉄道を横断するための橋。歩行者の同調で揺れ

ることがある
６．橋梁研究室は○○を目指し、日本の技術を世界に発信

する。
８．柴崎先生が実現化を目指す、プライバシーを守りなが

ら活動履歴情報を蓄積・管理するシステム
10．振動を用いて橋の○○を行う。

CROSS WORD 問題
色のついた部分を並べてください。社会基盤学科が創造するある単語になります。
答えは、Ttime!ホームページから！

ブログはこちらから
http://d.hatena.ne.jp/ttime/

WebでTtime!が読めます！

工学部広報誌Ttime!

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/t-pr/ttime/

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/t-pr/ttime/
http://d.hatena.ne.jp/ttime/
http://twitter.com/#!/UTtime
http://www.facebook.com/uttime

